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はじめに  このマニュアルについて
こ のマニ ュ アルは、 様々な統合開発環境 （IDE） のための PERFORCE プラ グ イ ンのイ ン ス ト ー
ル、 設定、 および操作について説明し ています。

本書は、 読者が PERFORCE にあ る程度習熟し ている こ と を前提に書かれています。 PERFORCE 
の基本的な情報については、 『PERFORCE 概要』 をご覧 く だ さい。

PERFORCE の ド キ ュ メ ン ト はすべて、 http://www.perforce.com のウ ェブ ・ サイ ト で入手

でき ます。

ご意見をお寄せ く だ さい

ユーザの皆様からのご意見をお待ち し ています。 特に、 PERFORCE が初めてのユーザのお考え
を伺いたい と 存じ ます。 このマニュ アルの説明は十分でし ょ う か？ manual@perforce.com ま

でご意見をお寄せ く だ さい。
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はじめに : こ のマニュ アルについて
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第 1 章  基本コ ンセプ ト
IDE と プ ラグイ ンについて

PERFORCE プ ラ グ イ ン を使 う こ と によ り 、 PERFORCE の基本的な ソ フ ト ウ ェ ア構成管理 （SCM）

タ ス ク を統合開発環境 （IDE） 内か ら 行 う こ と がで き ま す。 PERFORCE SCC プ ラ グ イ ン は、

PERFORCE を Windows に イ ン ス ト ールする と きに イ ン ス ト ールされる、 Microsoft Source Code

Control （SCC） API に準拠し たプラ グ イ ンで、 Microsoft Visual C++、 Visual Basic、 Visual Studio

.NET についてテス ト 済みです。 各 IDE のサポー ト 対象バージ ョ ンの詳細については、 プラ グ

イ ンの リ リ ース ・ ノ ー ト をご覧 く だ さい。

ま た、 PERFORCE 社ではその他の開発ツール向けのプ ラ グ イ ン も 提供 し てい ます。 詳 し く は

PERFORCE 社のウ ェブサイ ト をご覧 く だ さい。

SCM タ ス ク の呼び方は、 ご使用の開発環境によ って異な り ます。 よ く 使われる用語の比較を

次の表に示し ます。

PERFORCE について

PERFORCE はク ラ イ アン ト ／サーバ ・ アーキテ クチャ を基本にし た SCM システムです。 主 リ ポ

ジ ト リ （デ ィ ポ） は中心のサーバに、 開発者の作業対象のフ ァ イルはその開発者のローカル ・

マシンのワーク スペースに常駐し ています。 ワーク スペースにあ る フ ァ イルの一部またはすべ

てを ソース管理下に置 く こ と ができ ます。 開発者が SCM タ ス ク を行っている と き、 フ ァ イル

は自分のワーク スペースに留ま り 、 PERFORCE はそれら フ ァ イルを必要に応じ て読み書き し ま

注 日本語版 PERFORCE がサポー ト するのは、 上記の う ち Microsoft Visual C++

および Microsoft Visual Studio .NET のみです。 し たがって、 こ のマニ ュ アル

はこれに該当する部分のみを日本語に翻訳し てあ り ます。

日本語版 PERFORCE は、 Visual Basic をサポー ト し てお り ませんのでご注意

く ださ い。

SCM プラグイ ン と用いられる IDE

での呼び方

他のよ く 使われる用語 対応する PERFORCE コマン ド

ソース管理／ PERFORCE に追加 追加 p4 add

チェ ッ ク ア ウ ト 編集 p4 edit

チェ ッ ク イ ン サブ ミ ッ ト p4 submit

差分を表示 差分 p4 diff

最新バージ ョ ンを取得 同期、 更新 p4 sync

履歴を表示 フ ァ イル ・ ロ グ p4 filelog

チェ ッ ク ア ウ ト を取消 取消 p4 revert

ソース管理から削除 削除 p4 delete
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第 1 章 : 基本コ ンセプ ト
す。 例えば、 開発者がチェ ンジをサブ ミ ッ ト する と 、 PERFORCE はその開発者のワーク スペー

スにあ る編集されたフ ァ イルを読み、 それに従ってデータベース内の情報を更新し ます。 開発

者が最新バージ ョ ンを取得ないしは更新のコ マン ド を発する と 、 PERFORCE はフ ァ イルをデ ィ

ポから その開発者のワーク スペースへ転送し ます。

デ ィ ポ内のフ ァ イルの最も新しい リ ジ ョ ンは最新 リ ビジ ョ ン と 呼ばれます。 PERFORCE を使 う

こ と によ り 、開発者は最新 リ ビジ ョ ン またはそれ以前の任意の リ ビジ ョ ンのフ ァ イルをチェ ッ

ク ア ウ ト する こ と ができ ます。 IDE のチェ ッ ク イ ン手順およびチェ ッ ク ア ウ ト 手順を実行する

のに、 PERFORCE はフ ァ イルの読み書きのパー ミ ッ シ ョ ン を使います。 フ ァ イルが編集のため

にチェ ッ ク ア ウ ト されている間は、それら フ ァ イルのパー ミ ッ シ ョ ンは読み書き可能に設定さ

れています。 フ ァ イルがチェ ッ ク ア ウ ト されていない と きは、 PERFORCE はそれら フ ァ イルを

読み取 り 専用に設定し ています。

PERFORCE は変更さ れた フ ァ イルをチェ ンジ リ ス ト と い う グループ単位でサブ ミ ッ ト し ます。

PERFORCE はプロ ジ ェ ク ト の リ ビジ ョ ン履歴を、 一連のチェ ンジ リ ス ト と し て終始追跡し てい

ます。 このため開発者は、 自分のワーク スペースにあ るプロ ジェ ク ト を、 その履歴の任意の時

点での姿に再現する こ と ができ ます。PERFORCE は変更をア ト ミ ッ ク に行います。すなわち、 グ

ループ化されたフ ァ イルに対する変更を開発者がサブ ミ ッ ト する と 、変更されたすべてのフ ァ

イルが同時に受け入れられるか、 あ るいはどれも受け入れられないかのどち ら かにな り ます。

同じ フ ァ イルを対象に作業し ている複数のユーザの作業結果が衝突し た場合には、衝突が解決

されてはじめて PERFORCE は変更を受け入れる こ と にな り ます。

PERFORCE は、 コマン ド ラ イ ン ・ ク ラ イ アン ト （P4）、 Windows GUI （P4Win）、 ク ロ スプラ ッ ト

フ ォーム用 GUI （P4V）、 および Web ベースのイ ン ターフ ェ イ ス （P4Web） を提供し ています。

PERFORCE の詳細については、 Web サイ ト

http://www.perforce.com/perforce/technical.html
にあ るユーザ向け ド キ ュ メ ン ト をご覧 く だ さい。

ほ と んどの IDE はプロ ジェ ク ト ・ ベースになっています。 すなわち、 フ ァ イルのグループの管

理を、 フ ァ イルが属するプロ ジェ ク ト に従って行っています。 しかし、 PERFORCE は特定の IDE

のプロ ジェ ク ト 構造を何ら想定せずにフ ァ イル管理を行いますので、 開発者は、 どのフ ァ イル

を PERFORCE のデ ィ ポに置 く 必要があ るかを、 ご使用の IDE やグループ開発の実態に合わせて

決めなければな り ません。

チ ェ ンジを追跡する

フ ァ イルが ソース管理に追加された り 、 ソース管理から削除された り 、 あ るいは編集のために

チェ ッ ク ア ウ ト された り する と き、 PERFORCE はそれら フ ァ イルをチェ ンジ リ ス ト に追加し ま

す。 チェ ンジ リ ス ト は、 フ ァ イル名、 リ ビジ ョ ン番号、 および行 う べき操作を含んでいます。

チ ェ ッ ク ア ウ ト さ れた フ ァ イ ルに対 し て開発者が行 う いかな る 編集 も、 チ ェ ン ジ リ ス ト が

「チェ ッ ク イ ン またはサブ ミ ッ ト のコ マン ド で」 デ ィ ポに送られる までは、 その開発者のロー

カル ・ ク ラ イ アン ト ・ ワーク スペースに留ま り ます。

PERFORCE サーバは、 チェ ンジ リ ス ト に連番を振る こ と によ り その追跡を行います。 チェ ンジ

リ ス ト 番号は、 チェ ンジがサブ ミ ッ ト された後、 その結果を示すウ ィ ン ド ウに表示されます。

衝突を処理する

チーム を組んでの開発、 すなわち、 複数の開発者が同じ フ ァ イルについて作業をする場合は、

衝突を見つけてそれを解決する能力が大切です。 例えば、 2 人のプロ グ ラ マが同じ フ ァ イルを

デ ィ ポから各自のワーク スペースにコ ピーし、 それをそれぞれ別様に編集し た と し ます。 そ こ

でまず、 第 1 のプロ グ ラ マが自分のバージ ョ ンのフ ァ イルをデ ィ ポにサブ ミ ッ ト する と 、 その

フ ァ イルが最新 リ ビジ ョ ンにな り ます。 次に、 第 2 のプロ グ ラ マが自分のし た変更をデ ィ ポに

サブ ミ ッ ト し よ う と する と 、 PERFORCE はその変更が以前の リ ビジ ョ ンに対し てな された も の

だ と 判断し、 フ ァ イルのチェ ッ ク イ ンを許し ません。 も し仮に、 第 2 のフ ァ イルがすんな り と

受け入れられて し ま う と 、 第 1 のプロ グ ラ マの変更が上書き されて し ま う こ と にな り ます。
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第 1 章 : 基本コ ンセプ ト
PERFORCE は、 衝突を検出する と、 チェ ッ ク イ ンするチェ ンジの選択を求めます。 フ ァ イル衝

突を解決する際、 マージ ・ ユーテ ィ リ テ ィ を使って 2 つのテキス ト ・ フ ァ イルを比較し、 差分

を表示させる こ と がで き ます。 こ れは、 衝突解決の方法を決め る のに役立ち ます。 詳し く は

『PERFORCE コマン ド ・ リ フ ァ レ ン ス』 をご覧 く だ さい。

フ ァ イルタ イプ

PERFORCE は、 ソ ース 管理下のファ イ ルがテキス ト タ イ プのファ イ ルかバイ ナリ タ イ プのファ イ

ルかを自動的に判別し 、 それに従ってフ ァ イ ルをサーバ・ マシンに格納し ま す。 デフ ォ ルト で

は、テキス ト タ イ プのファ イ ルはリ バース デルタ 形式で、バイ ナリ タ イ プのファ イ ルはそのま ま

の形式で格納さ れま す。次の表に、一般のファ イ ルタ イ プについてそれぞれ推奨さ れる PERFORCE

のファ イ ルタ イ プと 属性を示し ま す。 PERFORCE のファ イ ルタ イ プの詳細については『 PERFORCE

概要』 をご覧く ださ い。 

一般のフ ァ イル

タ イプ

PERFORCE のフ ァ イル

タ イプ

説明

.asp text ア ク テ ィ ブ ・ サーバ ・ ページ ・ フ ァ イル

.avi binary+F Windows ビデオ ・ フ ァ イル

.bmp binary Windows ビ ッ ト マ ッ プ ・ フ ァ イル

.btr binary Btrieve データベース ・ フ ァ イル

.cnf text カンフ ァ レ ン ス ・ リ ン ク ・ フ ァ イル

.css text カ スケード ・ ス タ イルシー ト ・ フ ァ イル

.doc binary Microsoft Word フ ァ イル

.dot binary Microsoft Word テンプレー ト

.exp binary+w エク スポー ト ・ フ ァ イル （Microsoft Visual C++）

.gif binary+F GIF 画像フ ァ イル

.htm text HTML フ ァ イル

.html text HTML フ ァ イル

.ico binary ア イ コ ン ・ フ ァ イル

.inc text ア ク テ ィ ブ ・ サーバ ・ イ ン クルード ・ フ ァ イル

.ini text+w アプ リ ケーシ ョ ン初期設定フ ァ イル

.jpg binary JPEG 画像フ ァ イル

.js text Java ス ク リ プ ト 言語ソース コード ・ フ ァ イル

.lib binary+w ラ イブラ リ ・フ ァ イル（複数のプロ グ ラ ミ ング言語）

.log text+w ロ グ ・ フ ァ イル

.mpg binary+F MPEG ビデオ ・ フ ァ イル

.pdf binary Adobe PDF フ ァ イル

.pdm text+w Sybase Power Designer フ ァ イル

.ppt binary Microsoft PowerPoint フ ァ イル

.xls binary+w Microsoft Excel フ ァ イル

.zip binary+F ZIP 圧縮アーカ イブ ・ フ ァ イル
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第 1 章 : 基本コ ンセプ ト
プ ラグイ ン と用いる IDE の設定

どの IDE を使 う 場合で も、 ク ラ イ アン ト ・ ビ ューを定義し、 フ ァ イルを PERFORCE デ ィ ポに追

加し、 ソース管理の設定や自分の好みに合わせた設定をする必要があ り ます。 こ こ では、 こ う

し た こ と を詳し く 説明し ます。

Visual Studio IDE 用に PERFORCE のプ リ フ ァ レンスを設定する

PERFORCE のプ リ フ ァ レ ン ス を設定するには、 次の順に メ ニ ューを選択し て設定コ ン ト ロール

パネルを表示し ます。

• Visual Studio .NET: ［ツール］ > ［オプシ ョ ン ...］ > ［ソース管理］ > ［SCC プロバイ ダ］ から

［詳細設定 ...］ を ク リ ッ ク し ます。

• Visual C++ 6.0: ［ツール］ > ［オプシ ョ ン ...］ から右へス ク ロールし ます。 ［ソース管理］ タ

ブを ク リ ッ ク し、 ［詳細設定 ...］ を ク リ ッ ク し ます。

次のセ ク シ ョ ンでは PERFORCE の設定項目を各入力タブ毎に説明し ます。

注 PERFORCE のフ ァ イル ・ タ イプ apple は、 Macintosh のフ ァ イルのデータ ・

フ ォーク と リ ソース ・ フ ォーク を合わせた単一のフ ァ イル と し てデ ィ ポに

格納されます。 PERFORCE の 2000.1 よ り 前のバージ ョ ンでは、 Macintosh の

フ ァ イルはフ ォーク毎に別々にデ ィ ポに格納されていま し た。 ご使用にな

る デ ィ ポに Macintosh の フ ァ イ ルが こ の形式で保存 さ れてい る 場合は、

apple フ ォーマ ッ ト を使 う よ う 既存のフ ァ イルをア ッ プグレード し て く だ

さい。ア ッ プグレード後に既存のフ ァ イルを変換し なかった場合、PERFORCE

は依然と し て ２ つのフ ァ イルに分けてデ ィ ポに格納し ます。
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一般タ ブ

接続タ ブ

オプシ ョ ン 説明

日付フ ォーマ ッ ト 日付の表示を オペ レーテ ィ ン グ ・ シ ス テ ム の

フ ォーマ ッ ト で行 う か PERFORCE のフ ォーマ ッ

ト で行 う かを指定し ます。

ロ グ ・ オプシ ョ ン

すべてを ロ グに記録 PERFORCE サーバに送ら れた コ マン ド すべてを

ロ グに記録し ます。 ユーザ発行のコマン ド のみ

を ロ グに記録するには、 こ のオプシ ョ ンを無効

にし ます。

フ ァ イルへのロ グ記録を有効にする ロ グ ・ フ ァ イルの名前、 場所、 最大サイ ズを指

定し ます。

フ ァ イル間の ド ラ ッ グ＆ド ロ ッ プによ る diff2 を

有効にする

ド ラ ッ グ＆ ド ロ ッ プによ るデ ィ ポ内のフ ァ イル

間の差異表示を有効に し ます。 不注意で差分

ツールを起動するのを避けたい場合、（ド ラ ッ グ

＆ ド ロ ッ プに よ る 差分表示を一切行わない場

合） こ の機能は無効にし ます。

フ ァ イルを元に戻す前に警告する フ ァ イ ルを元に戻す前にダ イ ア ロ グ を表示し、

操作を取 り 止める こ と ができ ます。 作業状態の

フ ァ イルを元に戻す と、 それまでに加えた変更

はすべて破棄されます。

オプシ ョ ン 説明

ソース ・ コ ン ト ロールにプロ ジェ ク ト を関連付

ける場合

ソ リ ュ ーシ ョ ン に関連付け ら れ た PERFORCE

サーバおよびワーク スペース をどのよ う に設定

し たいかを指定し ます。 

･ 使用中の Perforce 環境設定に適合する ワーク

スペースに関連づける ： プロ ジェ ク ト を追加

し た と きに設定を有効にし ます （ “グ ローバ

ルな” 設定）。

･ Perforce 接続ダイ ア ロ グを表示 ： 手入力で設

定値を指定でき る よ う にし ます。

多数のプロ ジェ ク ト を持っている ソ リ ューシ ョ

ンを追加する場合、［使用中の Perforce 環境設定

に適合する ワーク スペースに関連づける］ オプ

シ ョ ンを選択し、 P4PORT および P4CLIENT に

サ ー バ と ワ ー ク ス ペ ー ス を 設 定 し ま す。

［Perforce接続ダ イ ア ロ グを表示］を選択する と、

ソ リ ューシ ョ ン内のプロ ジェ ク ト 毎に手入力で

設定し なければな り ません。

サーバへの接続時

［パス ワード を記憶］ ダ イ ア ロ グを表示 2003.2 およびそれ以前のバージ ョ ンのサーバで

は ： こ のオプシ ョ ンを有効にする と、 プラ グ イ

ンではパス ワー ド 入力画面で ［パス ワー ド を記

憶］ ダ イ ア ロ グが表示されます。無効にする と、

プラ グ イ ンでは PERFORCE サーバがパス ワー ド

を必要 とする度にパス ワー ド 入力を要求されま

す。
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差分タ ブ

マージ タ ブ

バージ ョ ン タ ブ

PERFORCE SCC プラ グ イ ンに関するバージ ョ ン情報を表示し ます。

フ ォ ン ト タ ブ

PERFORCE マージおよびタ イ ム ラ ッ プ ・ ビ ュー ・ ユーテ ィ リ テ ィ で使用する フ ォ ン ト を設定す

る こ と ができ ます。

ク ラ イアン ト ・ ワークスペースおよびビ ューの定義

PERFORCE の SCM 環境を設定するには、 ク ラ イ アン ト ・ ワーク スペース （ク ラ イ アン ト ・ マシ

ン上のプロ ジェ ク ト ・ フ ァ イルが存在するデ ィ レ ク ト リ ）、 およびク ラ イ アン ト ・ ビ ュー （デ ィ

ポ と ク ラ イ アン ト ・ コ ンピ ュータのマ ッ ピング） を定義し ます。 IDE プロ ジェ ク ト のフ ァ イル

はク ラ イ アン ト ・ ワーク スペースのルー ト 配下に置かれていなければな り ません （ク ラ イ アン

ト ・ ワーク スペースの最上位のデ ィ レ ク ト リ ） 。 フ ァ イルが ク ラ イ アン ト ・ ワーク スペースに

あ る場合にのみ、 ソース管理の下にお く こ と ができ ます。 作成し よ う と するプロ ジェ ク ト を保

存する ために、 既にフ ァ イルが存在するデ ィ レ ク ト リ 、 も し く は空のデ ィ レ ク ト リ を指定する

こ と ができ ます。 また ク ラ イ アン ト ・ ワーク スペースに現在バージ ョ ン管理下にあ るデ ィ ポか

らのフ ァ イルを格納する こ と も可能です。

ク ラ イ アン ト ・ ワーク スペースおよびビ ューを作成するには、 PERFORCE コマン ド ラ イ ン ・ イ

ン ターフ ェ イ ス (P4) プロ グ ラ ムを使用し なければな り ません。P4SCC は PERFORCE 設定フ ァ イ

ルによ る設定が適用されませんので注意し て く だ さい。 ク ラ イ アン ト ・ ワーク スペースおよび

ビ ューに関する詳細は、 『PERFORCE 概要』 を参照し て く だ さい。

［ロ グ イ ン期限切れ］ ダ イ ア ロ グを表示 2004.2 およびそれ以降のバージ ョ ンのサーバで

は ： ロ グ イ ン関連のダ イ ア ロ グの表示を有効ま

たは無効にし ます。 高セキ ュ リ テ ィ ・ モー ド で

稼動し ている PERFORCE サーバではセ ッ シ ョ ン

時間の制限を設定でき ます。 セ ッ シ ョ ン期限が

切れる と、 それ以降に PERFORCE の操作を行お

う と し た時ロ グ イ ンを要求されます。

Unicode サーバ

すべての接続先に対し こ のエン コード を設定 Unicode モード で稼動し ている PERFORCE サーバ

に接続する と き ク ラ イ アン ト ・ マシンで暗号化

に使用 さ れ る コ ー ド を指定 し ます。 お使いの

サーバが Unicode モード で稼動し ている こ と が

確実に分かっていない限 り 、 設定し ないで く だ

さい。

オプシ ョ ン 説明

デフ ォル ト の差分アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルの差分を確認する際に使用する アプ リ

ケーシ ョ ンを選択でき ます。 フ ァ イルタ イプに

よ って異な る アプ リ ケーシ ョ ンを設定する こ と

も可能です。

オプシ ョ ン 説明

デフ ォル ト のマージ ・ アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルの衝突を解決する際に三方向マージを

行 う ために使用する アプ リ ケーシ ョ ンを選択で

き ます。

オプシ ョ ン 説明
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プロジ ェ ク ト を ソース管理に追加する

プロ ジェ ク ト を ソース管理に追加するには、プロ ジェ ク ト を保存し たいサーバへの接続に必要

な PERFORCE の設定を指定し ます。 以下の項目を指定し なければな り ません。

• サーバ ・ ホ ス ト と 接続ポー ト

こ の項目では、サーバが動作し ている ホ ス ト の名前と サーバが接続待ち し ているポー ト の番号

を以下の形式で指定し ます。

• ユーザ名 : 自分の PERFORCE ユーザ名

• パス ワード : （も し あれば） 自分の PERFORCE ユーザ ・ パス ワード

• ク ラ イ アン ト ・ ワーク スペース : プロ ジェ ク ト ・ フ ァ イルのローカル ・ コ ピーに対し て作業

を行 う ワーク スペース を指定する ク ラ イ アン ト 仕様の名前

フ ァ イルをデ ィ ポに追加する

プロ ジェ ク ト ・ フ ァ イルの保存先サーバの設定を指定し た後、 フ ァ イルを追加する こ と ができ

ます。 フ ァ イルをデ ィ ポに追加する のにどの コ マン ド を どの よ う に使わなければな ら ないか

は、 ご使用の IDE によ って異な り ますが、 通常は次の 2 つのステ ッ プで行います。

1. ［ソース管理に追加］ などのコマン ド で、 フ ァ イルを PERFORCE チェ ンジ リ ス ト に追加し

ます。

2. ［チェ ッ ク イ ン］ または ［サブ ミ ッ ト ］ などのコマン ド で、 チェ ンジ リ ス ト をサブ ミ ッ ト し

ます。

フ ァ イルは ［チェ ッ ク イ ン］ または ［サブ ミ ッ ト ］ コマン ド の処理が完了し た と きに追加されま

す。

SCM の基本タ スク

こ のプラ グ イ ンを使 う こ と によ り 、 次に示す SCM 基本タ ス ク を開発者の IDE から行 う こ と が

でき ます。

IDE と PERFORCE の

ホス ト

必要な設定 指定例

同一マシン ポー ト 番号のみ 1666
1818

別のマシン ホ ス ト 名 （ま たは IP ア ド レ ス） と

ポー ト 番号

myhost:1818
mydomain.com:2550
10.0.0.5:1666

タ スク 説明 PERFORCE 側で される こ と

フ ァ イルをデ ィ ポに

追加

フ ァ イ ルを自分のプ ロ ジ ェ ク ト に

追加し た後、 デ ィ ポに追加し ます。

フ ァ イ ル が追加 の た め に作業中

チ ェ ン ジ リ ス ト で作業状態にな り

ます。

フ ァ イルを取 り 出す デ ィ ポか ら フ ァ イ ルの コ ピーを取

得し ます。

フ ァ イ ルが自分の コ ン ピ ュー タ に

同期されます。

フ ァ イルをチェ ッ ク

ア ウ ト する

デ ィ ポか ら 最新バージ ョ ン を編集

のために取得し ます。

フ ァ イ ル が編集 の た め に作業中

チ ェ ン ジ リ ス ト で作業状態にな り

ます。

フ ァ イルをチェ ッ ク

イ ンする

編集 し た フ ァ イ ルを最新 リ ビ ジ ョ

ン と し てデ ィ ポに置き ます。

作業中チ ェ ン ジ リ ス ト がサブ ミ ッ

ト されます。
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IDE を介さずに PERFORCE を直接使う必要のあるケース

管理タ ス ク を行 う には、 p4 コマン ド ラ イ ン ・ ク ラ イ アン ト を使 う 必要があ り ます。 こ う し た タ

ス ク の遂行について詳し く は、 『PERFORCE システム管理者ガ イ ド』 をご覧 く だ さい。

次のよ う な場合は、 IDE を介さずに PERFORCE を直接使 う 必要があ り ます。

• ク ラ イ アン ト ・ ビ ューまたはユーザ ・ パス ワー ド を変更する場合 : プロ ジェ ク ト を ソース管

理に追加する と きは、 ［接続をオープン］ ダ イ ア ロ グを介し て ク ラ イ アン ト 仕様またはユー

ザを作成する こ と ができ ます。 ただし、 それら を後で変更する ためには、 別の PERFORCE ク

ラ イ アン ト ・ プロ グ ラ ム （P4 コマン ド ラ イ ン、 P4Win、 または P4V） を使用し なければな り

ません。

• ブラ ンチおよびラベルを作成する場合 : このよ う な管理タ ス クは p4 コマン ド を用いて実行

し なければな り ません。 詳し く は 『PERFORCE 概要』 をご覧 く だ さい。

PERFORCE SCM タ ス ク を IDE を介さずに行った場合は、 後で必ず IDE デ ィ スプレ イ を更新し、

フ ァ イルの状態が更新されて正し く 表示される こ と を確認し て く だ さい。

フ ァ イルの差分を表示

する

フ ァ イ ルを以前の リ ビ ジ ョ ン と 比

較し、 変更箇所を表示し ます。

PERFORCE 差分ユーテ ィ リ テ ィ が起

動し てフ ァ イルの 2 つのバージ ョ

ン間の差分が表示されます。

フ ァ イルを元に戻す デ ィ ポ ・ フ ァ イ ルの ロ ーカル ・ コ

ピーに対 し て行っ た変更を取 り 消

し ます。

最新 リ ビ ジ ョ ンが自分の ク ラ イ ア

ン ト ・ ワーク スペースに同期され、

その作業中チ ェ ン ジ リ ス ト か ら 削

除されます。

フ ァ イルを削除する プ ロ ジ ェ ク ト と デ ィ ポか ら フ ァ イ

ルを削除し ます。

フ ァ イ ルが作業中チ ェ ン ジ リ ス ト

の中で削除のために作業状態にな

り ます。

タ スク 説明 PERFORCE 側で される こ と
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本章では、PERFORCE ソース コード管理タ ス ク を Visual C++ 6.0 環境から どのよ う に行 う かを説

明し ます。 こ こ では、 PERFORCE SCC プラ グ イ ンがすでにイ ン ス ト ールされてお り 、 ク ラ イ ア

ン ト ・ マシンが PERFORCE サーバ と 通信でき る もの と し て話を進めます。

PERFORCE SCC プラ グ イ ンを用いて Visual C++ を設定する と きは、 設定が作業中のプロ ジェ ク

ト 専用にな るので、 PERFORCE 全体の設定を行 う 必要はあ り ません。 PERFORCE SCC プラ グ イ ン

は、 プロ ジェ ク ト の設定をセ ッ シ ョ ンから セ ッ シ ョ ン まで維持し ますので、 設定を再入力する

必要はあ り ません。 IDE の設定について詳し く は、 10 ページの 『プラ グ イ ン と 用いる IDE の設

定』 を参照し て く だ さい。

Visual C++ にはソース コード管理ツールバーがあ り ます。 これを有効にするには、 ツールバー

を右ク リ ッ ク し、 ポ ッ プア ッ プ ・ メ ニューの ［ソース管理］ にチェ ッ ク を付けます。 　 ソース

管理オプシ ョ ンを指定するには、 ［ツール］ > ［オプシ ョ ン ...］ を選択し ます。 

SCM の基本タ スク

こ こ では、 次のタ ス ク を行 う 方法について説明し ます。

• 15 ページの 『プロ ジェ ク ト をデ ィ ポに追加する』 

• 17 ページの 『フ ァ イルをチェ ッ ク ア ウ ト する』 

• 17 ページの 『デ ィ ポから フ ァ イルを取 り 出す』 

• 18 ページの 『フ ァ イルをチェ ッ ク イ ンする』 

• 18 ページの 『フ ァ イルの衝突を解決する』 

• 19 ページの 『フ ァ イルの差分を表示する』 

• 19 ページの 『フ ァ イルを元に戻す』 

プロジ ェ ク ト をデ ィ ポに追加する

PERFORCE で管理する プ ロ ジ ェ ク ト を作成する と き は、 下図の よ う に格納場所を、 使用する

PERFORCE ワーク スペースのルー ト ・ フ ォルダ内に指定し ます。

プロ ジェ ク ト の保存後は、 以下の操作を行って く だ さい。

ワーク スペース ・ ルー ト ・ フ ォルダ内でな

ければな り ません
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1. プロ ジェ ク ト を右ク リ ッ ク し、 ［ソース管理へ追加 ...］ を選択し ます。 ［接続をオープン］

ダ イ ア ロ グが表示されます。

2. ［接続をオープン］ ダ イ ア ロ グで、 PERFORCE の設定を次のよ う に指定し ます。

･ サーバ : プロ ジェ ク ト を保存し たい PERFORCE サーバが動作し ている ホ ス ト ・ コ ンピ ュー
タの名前。

･ ポー ト : 指定された PERFORCE サーバがコマン ド を受け取るポー ト の番号。

･ ユーザ : プロ ジェ ク ト に対し て行 う SCM 操作に関連付けたい PERFORCE ユーザ名。 指定し
たサーバに定義されているユーザの リ ス ト から選択するには、 ［表示 ...］ を ク リ ッ ク し ま
す。

･ パス ワード : も し あれば、 上記のユーザのパス ワード 。

･ ワーク スペース : プロ ジェ ク ト に対し て行 う SCM 操作に関連付けたいワーク スペース。
ワーク スペース ・ ルー ト 配下のフ ォルダにプロ ジェ ク ト を保存し なければな り ません。 指
定し たサーバに定義されている ワーク スペースの リ ス ト から選択するには、 ［表示 ...］ を
ク リ ッ ク し ます。

3. ［OK］ を ク リ ッ ク し て設定を保存し、 ダ イ ア ロ グを閉じ ます。 ［ソース管理へ追加］ ダ イ

ア ロ グが表示され、 追加対象のフ ァ イルが一覧表示されます。

4. ［OK］ を ク リ ッ ク し てダ イ ア ロ グを閉じ ます。

5. プロ ジェ ク ト 名を右ク リ ッ ク し て ［チェ ッ ク イ ン ...］ を選択し ます。

［フ ァ イルのチェ ッ ク イ ン］ ダ イ ア ロ グが表示されます。

6. ［OK］ を ク リ ッ ク し てダ イ ア ロ グを閉じ ます。 ［チェ ンジ リ ス ト をサブ ミ ッ ト ］ ダ イ ア ロ

グが表示されます。

7. 追加し たいフ ァ イルをチェ ッ ク し、 コ メ ン ト を入力し て ［サブ ミ ッ ト ］ を ク リ ッ ク し ま

す。 フ ァ イルがデ ィ ポにチェ ッ ク イ ン されます。

PERFORCE 管理下に置いたプロ ジェ ク ト を作業状態にする と 、 Visual C++ は設定し た PERFORCE

サーバに接続 し よ う と し ま す。 Visual C++ が PERFORCE に接続す る こ と がで き な ければ、

VisualC++ は以後のセ ッ シ ョ ンで も接続を試みるかど う かを聞いて き ます。 ［Yes］ を選択し ま

す。 ［No］ を選択し た場合、 Visual C++ はそのプロ ジ ェ ク ト が もはやバージ ョ ン管理下にはな

い と 見な し、 あ ら ためてそれを追加する よ う 求めます。 あ ら ためてプロ ジェ ク ト を追加し よ う

と する と 、 PERFORCE は該当プロ ジェ ク ト がすでに ソース管理下にあ る こ と を示すエ ラーを返

し ます。 こ の場合は、 デ ィ ポから該当プロ ジェ ク ト を取 り 出さ なければな り ません。
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デ ィ ポから フ ァ イルを取り出す

デ ィ ポから最新のフ ァ イル ・ リ ビジ ョ ンを取得するには :

1. File View パネルで取 り 出し たいフ ァ イルを選択し ます。

2. ［プロ ジェ ク ト ］ > ［ソース管理］ > ［最新バージ ョ ンを取得 ...］ を選択し ます。 ［最新の

バージ ョ ンを取得］ ダ イ ア ロ グが表示されます。

3. 取 り 出し たいフ ァ イルをチェ ッ ク し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

最新 リ ビジ ョ ン よ り 古い リ ビジ ョ ンを取 り 出すには、 ［プロ ジェ ク ト ］ > ［ソース管理］ > ［履

歴の表示 ...］ を選択するか、 または以下の操作を行います。

1. File View パネルで取 り 出し たいフ ァ イルを選択し ます。

2. ［プロ ジェ ク ト ］ > ［ソース管理］ > ［最新バージ ョ ンを取得 ...］ を選択し ます。 ［最新の

バージ ョ ンを取得］ ダ イ ア ロ グが表示されます。

3. ［詳細設定 ...］ を ク リ ッ ク し ます。 ［OK］ を ク リ ッ クする と 、 下図のよ う に ［Get Options］

ダ イ ア ロ グが表示されます。

4. PERFORCE チェ ンジ リ ス ト 番号、 ラベル、 バージ ョ ン番号、 または日付によ って、 取 り 出

し たい リ ビジ ョ ンを指定し ます。 リ ビジ ョ ンの指定について詳し く は、 『PERFORCE コマン
ド ・ リ フ ァ レ ン ス』 をご覧 く だ さい。

• ローカルにコ ピーされたフ ァ イルを手動で削除し た後、同じバージ ョ ンをデ ィ ポから取 り

出すには、 ［強制的に操作を実行］ をチェ ッ ク し ます。 デフ ォル ト では、 PERFORCE はコ

ピーが保持されているので同じ フ ァ イルが再度取 り 出される こ と はない、と 想定し ていま

す。

5. ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

フ ァ イルをチ ェ ッ クアウ ト する

フ ァ イルをチェ ッ ク ア ウ ト する と きは、必ずそのフ ァ イルの最新 リ ビジ ョ ンを取 り 出し て く だ

さ い。 （デ ィ ポが よ り 新 し い リ ビ ジ ョ ン を保持 し てい る フ ァ イ ルをチ ェ ッ ク ア ウ ト す る と 、

チェ ッ ク イ ンする と きにフ ァ イルの衝突解決を求められます。）

編集のためにフ ァ イルをチェ ッ ク ア ウ ト するには、 フ ァ イル名を右ク リ ッ ク し、 ［チェ ッ ク ア

ウ ト フ ァ イル名］ を選択し ます。

注 例えば、 すでに自分がチェ ッ ク ア ウ ト し ている フ ァ イルに対し て、 先に

他のユーザがチェ ッ ク イ ン し た変更を取 り 込みたい場合は、 PERFORCE は

フ ァ イル衝突の解決を求めます。 こ れに よ り 、 自分が行ったチェ ンジ と

他のユーザが行ったチェ ンジをマージする こ と ができ ます。 し たがって、

他のユーザのチェ ンジが上書き される こ と はあ り ません。
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フ ァ イルをチ ェ ッ ク イ ンする

作業状態のフ ァ イルの編集後、 フ ァ イルを自分のローカル ・ デ ィ レ ク ト リ に保存し てからデ ィ

ポにチェ ッ ク イ ンする こ と ができ ます。 フ ァ イルを ローカル ・ デ ィ レ ク ト リ に保存するには、

［フ ァ イル］ > ［上書き保存］ を選択し ます。 ただし、 保存し ただけではデ ィ ポは更新されない

こ と に注意し て く だ さい。

自分が行った変更をプロ ジェ ク ト に携わる他のユーザも利用でき る よ う にするには、編集し た

フ ァ イルをデ ィ ポにチェ ッ ク イ ン し なければな り ません。 変更が受け付け られれば、 そのフ ァ

イルがデ ィ ポ内の最新 リ ビジ ョ ンにな り ます。 変更のどれかが、 以前に他のユーザによ ってサ

ブ ミ ッ ト さ れた変更 と 衝突す る 場合は、 チ ェ ッ ク イ ン は う ま く い き ま せん。 その場合は

PERFORCE を使って衝突を解決し なければな り ません。 マージの煩雑さ を最小限に と どめる た

めに、 少数の単位で変更を こ まめにチェ ッ ク イ ン し て く だ さい。

フ ァ イルをチェ ッ ク イ ンするには ：

1. チェ ッ ク イ ンする フ ァ イルを右ク リ ッ ク し、 ［チェ ッ ク イ ン ...］ を選択し ます。

［フ ァ イルのチェ ッ ク イ ン］ ダ イ ア ロ グが表示されます。

2. ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。 ［チェ ンジ リ ス ト をサブ ミ ッ ト ］ フ ォームが表示されます。

3. コ メ ン ト を入力し、 ［サブ ミ ッ ト ］ を ク リ ッ ク し ます。

作業中チェ ンジ リ ス ト を表示するには、［チェ ンジ リ ス ト をサブ ミ ッ ト ］ フ ォームにあ る ［チェ

ンジ リ ス ト の管理］ ボ タ ン を ク リ ッ ク し ます。 P4SCC はダ イ ア ロ グに作業中チェ ンジ リ ス ト

の一覧を表示し ます。 このダ イ ア ロ グ内でフ ァ イルを ド ラ ッ グ＆ド ロ ッ プすれば、 チェ ンジ リ

ス ト 間でのフ ァ イルの移動を行 う こ と ができ ます。

フ ァ イルの衝突を解決する

（例えば、 同じ フ ァ イルについて作業を し ていた複数のユーザが） フ ァ イルをチェ ッ ク イ ン し

よ う と し て衝突が見つかった場合は、 その衝突を解決し ない と 、 フ ァ イルをサブ ミ ッ ト する こ

と はで き ません。 例えば、 自分 と 他のユーザが同じ フ ァ イルを変更し た場合、 他のユーザが

チェ ンジをチェ ッ ク イ ン し た後に、 自分のチェ ンジをチェ ッ ク イ ン し よ う と する と 、 こ のよ う

なフ ァ イル衝突が起こ り ます。 PERFORCE は ［チェ ンジ リ ス ト をサブ ミ ッ ト ］ ダ イ ア ロ グに次

のよ う な メ ッ セージを表示し、 衝突解決が必要であ る こ と を知らせます。

フ ァ イルの衝突を解決するには :

1. 衝突が起き ている フ ァ イルを右ク リ ッ ク し、 ［最新 リ ビジ ョ ンを取得］ を選択し ます。

これでフ ァ イルが衝突解決の対象 と な り 、 " 衝突解決が必要です " の メ ッ セージが表示さ

れます。 ( ワーク スペースにあ るバージ ョ ンは上書き されません )

2. フ ァ イルを右ク リ ッ ク し、 ［衝突解決 ...］ を選択し ます。 衝突解決ダ イ ア ロ グに、 フ ァ イ

ル間の差分の程度と 次の選択項目が表示されます。

･ マージ結果を承諾 : 両方のフ ァ イルをマージ し、 その結果を受け入れます。 あなたのチェ
ンジ と 他のユーザのチェ ンジの両方と も保存されます。

･ Yours を承諾 : あなたのチェ ンジをチェ ッ ク イ ン し、 最新のチェ ッ ク イ ン済みバージ ョ ン
を上書き し ます。

･ Theirs を承諾 : あなたのチェ ンジを拒否し、 他のユーザのチェ ンジを保存し ます。

･ マージ ・ ツールを実行 : マージ ・ ユーテ ィ リ テ ィ が起動し、 あなたのバージ ョ ン と最新の
チェ ッ ク イ ン済みバージ ョ ンの差分をビ ューする こ と ができ ます。 マージ ・ ユーテ ィ リ
テ ィ を使用する と 、 個々の差分箇所 （passage） を選択するか、 新しいチェ ンジを入力する
こ と によ り 、 最終的にチェ ッ ク イ ンするバージ ョ ンを作成する こ と ができ ます。
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･ その他の選択 : いずれかのフ ァ イルを参照し ( フ ァ イルをオープン ...) 、 自分のフ ァ イル
と 衝突し ている フ ァ イル と の差分を表示し、 フ ァ イルの リ ビジ ョ ン履歴をテキ ス ト または
図で表示する こ と ができ ます。

フ ァ イル衝突の解決方法を選択する と 、 ［チェ ンジ リ ス ト をサブ ミ ッ ト ］ ダ イ ア ロ グが再び

表示されます。

3. チェ ンジに関する コ メ ン ト を入力し、［サブ ミ ッ ト ］ を ク リ ッ ク し ます。チェ ンジがチェ ッ

ク イ ン されます。

フ ァ イルの差分を表示する

編集し ている フ ァ イル と デ ィ ポの最新 リ ビジ ョ ン と の差分を表示するには、 フ ァ イル名を右ク

リ ッ ク し、 ［プロ ジェ ク ト ］ > ［ソース管理］ > ［相違点の表示 ...］ を選択し ます。

1 つのフ ァ イルの 2 つの リ ビジ ョ ンの差分を表示するには、 次のよ う な操作を行います。

1. フ ァ イルを選択し、 ［プロ ジェ ク ト ］ > ［ソース管理］ > ［履歴の表示 ...］ を選択し ます。

［履歴］ ダ イ ア ロ グが表示されます。

2. 差分を見たい リ ビジ ョ ンの一方を ク リ ッ ク し、 も う 一方の リ ビジ ョ ン まで ド ラ ッ グ し ま

す。

差分ユーテ ィ リ テ ィ が起動し、 フ ァ イルの差分が表示されます。

フ ァ イルを元に戻す

フ ァ イルをチェ ッ ク ア ウ ト し た後にそれに対し て行った変更を取 り 消すには、 フ ァ イルを右ク

リ ッ ク し て ［チェ ッ ク ア ウ ト の取 り 消し ...］ を選択し ます。 最新 リ ビジ ョ ンがデ ィ ポから ク ラ

イ アン ト ・ ワーク スペースにコ ピーされ、 これまでに行ったすべての変更に上書き されます。

PERFORCE か らは、 そのフ ァ イルがデフ ォル ト の作業中チェ ンジ リ ス ト か ら削除されている こ

と を確認する こ と ができ ます。

Visual C++ のフ ァ イルの扱いについて

Visual C++ は、 プロ ジェ ク ト ・ ウ ィ ン ド ウ内で各フ ァ イルの脇にフ ァ イル ・ ステータ ス ・ ア イ

コ ンを表示し ます。 さ らに、 ［ソース管理］ メ ニューはコ ンテキ ス ト ・ センシテ ィ ブなので、 あ

る フ ァ イルを反転表示させる と 、そのフ ァ イルの状態によ って メ ニューの選択肢が有効になっ

た り 無効になった り し ます。 ア イ コ ン または ［ソース管理］ メ ニ ューがど う 表示されているか

によ って、 フ ァ イルの状態を知る こ と ができ ます。

どのフ ァ イルをデ ィ ポに置 く か？

次のフ ァ イルは PERFORCE デ ィ ポに置き ます。

• .dsp フ ァ イル

• .rc フ ァ イル

フ ァ イルの状態 アイ コ ンの表示 ［ソース管理］ メ ニューの表示

フ ァ イルは PERFORCE ソース

コード管理の対象ではあ り ま

せん。

VC++ の本来のア イ コ ン ［ソース管理へ追加］ オプシ ョ

ンが有効です。

フ ァ イルはチェ ンジ リ ス ト に

追加されま し たが、 PERFORCE 

にサブ ミ ッ ト されていません。

グレーのア イ コ ンに赤い

チェ ッ ク ・ マーク

［チェ ッ ク イ ン］ および

［チェ ッ ク ア ウ ト の取 り 消し］

オプシ ョ ンが有効です。

フ ァ イルは PERFORCE に正常に

サブ ミ ッ ト されま し た。

グレーのア イ コ ン ［チェ ッ ク ア ウ ト ］ オプシ ョ ン

が有効です。
PERFORCE 2008.1 IDE プラ グ イ ン ・ ユーザーズ ・ ガ イ ド 19



第 2 章 : Microsoft Visual C++
• .cpp フ ァ イル

• .h フ ァ イル

IDE が生成し たフ ァ イル （.ncb、 .clw、 .opt などのフ ァ イル） は PERFORCE のデ ィ ポに置かな

いで く だ さい。 .ncb フ ァ イルは、 PERFORCE 管理下に置 く と 、 チェ ッ ク ア ウ ト されていない と

きに読み取 り 専用にな り ます。.ncb フ ァ イルが読み取 り 専用になっている と 、Visual C++ の ク

ラ ス ・ ビ ュー情報は無効です。

ワーク スペース ・ フ ァ イル （.dsw） を PERFORCE の管理下に置き、複数の開発者に同じプロ ジェ

ク ト の作業を させる場合には、 ワー ク スペース ・ フ ァ イルのエン ト リ ーが異な る ク ラ イ アン

ト ・ コ ンピ ュータに対し て正し く 働 く よ う に、 相対パス を用いてフ ァ イルの場所を指定し て く

ださい。

プロジ ェ ク ト ・ フ ァ イルのある場所

［FileView］ パネルはソース フ ァ イル名と ローカル ・ デ ィ レ ク ト リ におけ るそれら フ ァ イルの場

所と を表示し ますが、 この表示はあ く までも概要です。 こ の表示方法は Visual C++ を使ったプ

ロ ジェ ク ト 開発を簡単にし ていますが、 実際のフ ァ イル構造 と は次の点で異なっています。

• ［FileView］ では、 フ ァ イルを ソース フ ァ イルやヘッ ダ ・ フ ァ イルのよ う な タ イプによ ってグ

ループ分け し ていますが、 ローカル ・ デ ィ レ ク ト リ ではそのよ う なグループ分けはし ていま

せん。

• ［FileView］ では、 ワーク スペース ・ フ ァ イル と プロ ジェ ク ト ・ フ ァ イルの正確なフ ァ イル名

を表示し ません。

ソース管理タ ス ク によ っては、 これら フ ァ イルの名前 と 場所を指定する必要があ る ものも あ り

ます。 この情報を見るには、 フ ァ イルを右ク リ ッ ク し て ［プロパテ ィ ］ を選択し ます。 ［コ ピー

元フ ァ イルプロパテ ィ ］ ダ イ ア ロ グが表示され、 ［一般］ タブで完全なフ ァ イル名 と パス を見

る こ と ができ ます。
20 PERFORCE 2008.1 IDE プラ グ イ ン ・ ユーザーズ ・ ガ イ ド



第 3 章  Microsoft Visual Studio
本章では、 PERFORCE ソース コード管理タ ス ク を Visual Studio .NET 環境から どのよ う に行 う か

を説明し ます。 こ こ では、 PERFORCE SCC プラ グ イ ンがすでにイ ン ス ト ールされてお り 、 ク ラ

イ アン ト ・ マシンが PERFORCE サーバ と通信でき る もの と し て話を進めます。 IDE の設定につ

いて詳し く は、 10 ページの 『プラ グ イ ン と 用いる IDE の設定』 を参照し て く だ さい。

本章で紹介する画面表示は Visual C++ のものですが、 画面には、 お使いの Visual Studio IDE に

関係な く 、 同じ ダ イ ア ロ グが表示されます。 メ ニ ュー ・ オプシ ョ ンの名前は Visual Studio の

バージ ョ ン間で少し異な り ますが、 処理の順序やタ ス ク内のダ イ ア ロ グは同じです。

Visual Studio を PERFORCE 用に設定する

PERFORCE SCC プラ グ イ ンを用いて Visual Studio の構成を設定する と 、 その設定は作業中のプ

ロ ジェ ク ト 専用になるので、 Visual Studio のために PERFORCE 全体の設定を行 う 必要はあ り ま

せん。 PERFORCE SCC プラ グ イ ンは、 プロ ジェ ク ト の設定をセ ッ シ ョ ンから セ ッ シ ョ ン まで維

持し ますので、 設定を再入力する必要はあ り ません。

注 チェ ッ ク イ ン、 チェ ッ ク ア ウ ト 、 チェ ッ ク ア ウ ト 取消の と き に表示され

るバージ ョ ン管理ダ イ ア ロ グには、 コ メ ン ト ・ フ ィ ール ド があ り ますが、

これらのコ メ ン ト ・フ ィ ール ド は PERFORCE SCC プラ グ イ ンによ って保存

されません。 チェ ッ ク イ ン ・ ダ イ ア ロ グが表示されないよ う にするには、

［ツール］ > ［オプシ ョ ン ...］ > ［ソース管理］ > ［全般］ > ［ メ ニューにサ

イ レ ン ト チェ ッ ク イ ン コ マン ド を表示する］ をチェ ッ ク し ます。 チェ ッ

ク イ ン時には ［今すぐチェ ッ ク イ ン］ を選択し ます。
PERFORCE 2008.1 IDE プラ グ イ ン ・ ユーザーズ ・ ガ イ ド 21



第 3 章 : Microsoft Visual Studio
PERFORCE で管理するプロ ジェ ク ト を作成する と きは、下図のよ う に格納場所を、使用する ワー

ク スペースのルー ト ・ フ ォルダ内に指定し ます。

SCM の基本タ スク

こ こ では、 次のタ ス ク を行 う 方法について説明し ます。

• 22 ページの 『プロ ジェ ク ト をデ ィ ポに追加する』 

• 23 ページの 『フ ァ イルをチェ ッ ク ア ウ ト する』 

• 24 ページの 『デ ィ ポから フ ァ イルを取 り 出す』 

• 25 ページの 『フ ァ イルをチェ ッ ク イ ンする』 

• 25 ページの 『フ ァ イルの衝突を解決する』 

• 26 ページの 『フ ァ イルの差分を表示する』 

• 26 ページの 『フ ァ イルを元に戻す』 

• 27 ページの 『その他の作業』 

［ソース管理か ら削除］ オプシ ョ ンは、 本来ソース コー ド 管理に属し ていないフ ァ イル （例え

ばビル ド 成果物） に対し て設計されている と い う こ と について も ご注意 く だ さい。

プロジ ェ ク ト をデ ィ ポに追加する

管理対象にし たい Visual Studio プロ ジェ ク ト が、 PERFORCE の ク ラ イ アン ト ・ ワーク スペース

配下に存在し ている こ と を確認し て く だ さい。

多数のプロ ジェ ク ト を含むソ リ ューシ ョ ンを追加する場合は、次のよ う にすればプロ ジェ ク ト

を一件ずつ手入力で設定せずに済みます。 ［ツール］ > ［オプシ ョ ン ...］ > ［SCC プロバイ ダ］

を選択し、 ［詳細設定 ...］ を ク リ ッ ク し ます。 その後表示された ［プ リ フ ァ レ ン ス］ ダ イ ア ロ

グから ［接続］ タブを選択し て ［使用中の Perforce 環境設定に適合する ワーク スペースに関連

付け る］ を設定し、 P4PORT および P4CLIENT にサーバ と ワーク スペース を設定し ます。

Visual Studio プロ ジェ ク ト をデ ィ ポに追加するには、 以下の手順を実行し ます。

1. ［ソ リ ューシ ョ ンエ ク スプローラ］ のパネルにおいて、 プロ ジェ ク ト を右ク リ ッ ク し、 ［ソ

リ ューシ ョ ン を ソース管理に追加］ を選択し ます。 ［プ リ フ ァ レ ン ス］ > ［接続］ タブで

ク ラ イ アン ト ・ ルー ト ・

フ ォルダ内でなければ

な り ません
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[Perforce 接続ダ イ ア ロ グを表示 ] オプシ ョ ンを有効にし ている と 、 下図のよ う な ［接続を

オープン］ ダ イ ア ロ グが表示されます。

2. ［接続をオープン］ ダ イ ア ロ グに、 以下の必要な情報を入力し ます。

• サーバ: プロ ジェ ク ト を保存し たいPERFORCE サーバを動作させる ホ ス ト ・コ ンピ ュータの

名前。

• ポー ト : 指定された PERFORCE サーバがコマン ド を受け取るポー ト の番号。

• ユーザ : プロ ジェ ク ト に対し て行 う SCM 操作 と 関連付けたい PERFORCE ユーザ名。指定の

サーバについて定義されているユーザの リ ス ト から選択するには、 ［表示 ...］ ボ タ ンを ク

リ ッ ク し ます。

• パス ワード : も し あれば、 上記ユーザのパス ワード。

• ワーク スペース : プロ ジェ ク ト に対し て行 う SCM 操作と 関連付け る PERFORCE ワーク ス

ペース。指定のサーバについて定義されている ク ラ イ アン ト 仕様の リ ス ト から選択するに

は、 ［表示 ...］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 ワーク スペース ・ ルー ト 配下のフ ォルダにプロ

ジェ ク ト を保存し なければな り ません。指定し たサーバに定義されている ワーク スペース

の リ ス ト から選択するには、 ［表示 ...］ を ク リ ッ ク し ます。

3. ［OK］ を ク リ ッ ク し てダ イ ア ロ グを閉じ ます。

4. ［ソ リ ューシ ョ ンエ ク スプローラ］ において、 ソ リ ューシ ョ ン名を右ク リ ッ ク し、 ［チェ ッ

ク イ ン］ を選択し ます。

（Visual Studio の [ チェ ッ ク イ ン ] ダ イ ア ロ グが表示された場合にはそれを閉じ て く だ さ

い。） PERFORCE の ［チェ ンジ リ ス ト をサブ ミ ッ ト ］ ダ イ ア ロ グに、 フ ァ イル リ ス ト が表示

されます。

5. ［チェ ンジ リ ス ト のコ メ ン ト を入力］ フ ィ ール ド にコ メ ン ト を入力し、 ［サブ ミ ッ ト ］ を ク

リ ッ ク し ます。 フ ァ イルがデ ィ ポに追加さ れます。 （PERFORCE を使用する と 、 デフ ォル

ト ・ チェ ンジ リ ス ト がサブ ミ ッ ト され、 フ ァ イルがすでにデ ィ ポ内に格納されている こ と

を確認する こ と ができ ます。）

チェ ッ ク イ ン されたフ ァ イルが錠のア イ コ ン と と もに表示されます。チェ ッ ク ア ウ ト し ていな

いフ ァ イルを編集し よ う と する と 、 チェ ッ ク ア ウ ト のダ イ ア ロ グが表示されます。

フ ァ イルをチ ェ ッ クアウ ト する

フ ァ イルをチェ ッ ク ア ウ ト するには :
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1. ［ソ リ ューシ ョ ンエ ク スプローラ］ パネルで、 希望のフ ァ イル （または、 プロ ジェ ク ト の

フ ァ イルをすべてチェ ッ ク ア ウ ト し たい場合はプロ ジ ェ ク ト ） を右ク リ ッ ク し、 ［編集の

ためにチェ ッ ク ア ウ ト …］ を選択し ます。 ［チェ ッ ク ア ウ ト ］ ダ イ ア ロ グが表示されます。

2. ［チェ ッ ク ア ウ ト ］ を ク リ ッ ク し ます。 ［ソ リ ューシ ョ ンエ ク スプローラ］ パネルでは、 下

図のよ う にフ ァ イルがチェ ッ ク マーク付きで表示されます。

［保留中のチェ ッ ク イ ン］ パネルにチェ ッ ク ア ウ ト されたフ ァ イルの リ ス ト が表示されます。

PERFORCE を使用し てプロ ジェ ク ト をブラ ンチする場合には、Visual Studio の結合を修正し て新

しいプロ ジェ ク ト の格納場所に対応させなければな り ません。ブラ ンチし た ソ リ ューシ ョ ンの

結合を修正するには、ブラ ンチし たプロ ジェ ク ト を最初にチェ ッ ク ア ウ ト する際に以下の操作

を行 う 必要があ り ます。新規にブラ ンチし たプロ ジェ ク ト をチェ ッ ク ア ウ ト するには次の手順

に従います （初回のみ）。

1. ［フ ァ イル］ > ［ソース管理］ > ［ソース管理で開 く ...］ を選択し ます。 ［接続をオープン］

ダ イ ア ロ グが表示されます。

2. チェ ッ ク ア ウ ト し たいプ ロ ジ ェ ク ト が格納 さ れてい る サーバへの接続の設定を指定し、

［OK］ を ク リ ッ ク し ます。 ［Open Project］ ダ イ ア ロ グが表示されます。

3. 作業状態にし たいブラ ンチし たプロ ジェ ク ト を探し、 そのプロ ジェ ク ト の .sln フ ァ イル

を選択し、 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

4. 新規にブラ ンチし たフ ァ イルがワーク スペースに存在する場合は、 Visual Studio は以下の

よ う なダ イ ア ロ グを表示し ます。

5. ［上書き］ を ク リ ッ ク し ます。 Visual Studio は ［ソ リ ューシ ョ ンを開 く ］ ダ イ ア ロ グを表

示し ます。

6. .sln フ ァ イル をダブルク リ ッ ク し ます。

これでプロ ジェ ク ト には正しい結合情報が取 り 込まれま し た。

デ ィ ポから フ ァ イルを取り出す

デ ィ ポか ら フ ァ イルの最新 リ ビジ ョ ンを取得するには、 ［ソ リ ューシ ョ ンエ ク スプローラ］ パ

ネルでフ ァ イル名を右ク リ ッ ク し、 ［最新バージ ョ ンを取得］ を選択し ます。

最新 リ ビジ ョ ン よ り 古い リ ビジ ョ ンを取 り 出すには、 ［改版履歴］ ダ イ ア ロ グから同期するか、

または次の操作を行います。

1. ［ソ リ ューシ ョ ンエ ク スプローラ］ パネルにおいて、 フ ァ イルを右ク リ ッ ク し て ［履歴を

表示］ を選択し ます。 ［履歴］ ダ イ ア ロ グに、 デ ィ ポに格納されている リ ビジ ョ ンの リ ス

ト が表示されます。
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2. 希望の リ ビジ ョ ンを右ク リ ッ ク し、 ［この リ ビジ ョ ンを取得］ を選択し ます。

デ ィ ポに格納されているプロ ジェ ク ト のすべてのフ ァ イルを同期するには :

1. ［フ ァ イル］ > ［ソース管理］ > ［ソース管理で開 く ...］ を選択し ます。 ［接続をオープン］

ダ イ ア ロ グが表示されます。

2. プロ ジェ ク ト が保存されているサーバ、 プロ ジェ ク ト ・ フ ァ イルをチェ ッ ク ア ウ ト し たい

ク ラ イ アン ト ・ワーク スペースおよびユーザを指定し、［OK］を ク リ ッ ク し ます。［PERFORCE

Open Project］ ダ イ ア ロ グが表示されます。

3. 同期し たいプロ ジェ ク ト の .sln フ ァ イルにブラ ウ ズ し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。 プロ

ジェ ク ト のフ ァ イルがワーク スペースに同期されます。

フ ァ イルをチ ェ ッ ク イ ンする

チェ ッ ク ア ウ ト し たフ ァ イルを編集後、そのフ ァ イルをデ ィ ポにチェ ッ ク イ ン し なければな り

ません。 そのフ ァ イルは、 デ ィ ポ内におけ る最新 リ ビジ ョ ン と な り ます。 （ も し、 こ こ で行っ

た変更が以前に他のユーザによ ってサブ ミ ッ ト された変更と 衝突する場合は、チェ ッ ク イ ンは

う ま く いき ません。 その場合は PERFORCE を使って衝突を解決し なければな り ません。）

フ ァ イルをチェ ッ ク イ ンするには、 以下の手順で操作を行います。

1. ［ソ リ ューシ ョ ンエ ク スプローラ］ パネルでフ ァ イル名を右ク リ ッ ク し、［今すぐチェ ッ ク

イ ン］ を選択し ます。 ［チェ ンジ リ ス ト をサブ ミ ッ ト ］ ダ イ ア ロ グが表示されます。

2. チェ ンジに関する コ メ ン ト を入力し、 ［サブ ミ ッ ト ］ を ク リ ッ ク し ます。 

［ソ リ ューシ ョ ンエ ク スプローラ］ パネルでは、 チェ ッ ク マークが錠のマークに置き換え られ、

サブ ミ ッ ト されたフ ァ イルがチェ ッ ク イ ン された こ と を示し ます。 

作業中チ ェ ン ジ リ ス ト を表示する には、 ［チ ェ ン ジ リ ス ト をサブ ミ ッ ト ］ ダ イ ア ロ グにあ る

［チェ ンジ リ ス ト の管理］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 P4SCC はダ イ ア ロ グに作業中チェ ンジ リ

ス ト の一覧を表示し ます。 このダ イ ア ロ グ内でフ ァ イルを ド ラ ッ グ＆ド ロ ッ プすれば、 チェ ン

ジ リ ス ト 間でのフ ァ イルの移動を行 う こ と ができ ます。

フ ァ イルの衝突を解決する

（例えば、 同じ フ ァ イルについて複数のユーザが作業を し ている場合、） フ ァ イルをチェ ッ ク イ

ン し よ う と し て衝突が見つかった場合は、 その衝突を解決し ない と 、 フ ァ イルをサブ ミ ッ ト す

る こ と はでき ません。PERFORCE は ［作業中チェ ンジ リ ス ト ］ ダ イ ア ロ グに次のよ う な メ ッ セー

ジを表示し、 衝突解決が必要であ る こ と を知らせます。

1. 衝突が起き ている フ ァ イルを右ク リ ッ ク し、 ［最新バージ ョ ンの取得］ を選択し ます。

注 も し、 すでにチェ ッ ク ア ウ ト し たフ ァ イルに対し て取 り 出し の操作を行

う 、 例えば別のユーザに よ ってチェ ッ ク イ ン さ れた変更を取 り 込むよ う

な場合、 PERFORCE はそのフ ァ イルの衝突解決をする よ う 要求し ます。 こ

れによ り 、 他のユーザによ って行われた変更 と マージでき る よ う にな り 、

誤って他のユーザによ る変更を上書き し て し ま う こ と を防ぎます。

注 意味のあ るチェ ンジ履歴を残すため、 関連フ ァ イルは一緒にチェ ッ ク イ

ン し て く だ さい。 例えば、 1 つのバグを修正する ために 2 つのフ ァ イルを

変更し た と し た ら、 それら のフ ァ イルを同時にチェ ッ ク イ ン し ます。 こ

れらのフ ァ イルは同じチェ ンジ リ ス ト でサブ ミ ッ ト されます。
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これでフ ァ イルが衝突解決の対象 と な り 、 " サブ ミ ッ ト の前に このフ ァ イルを解決し て く

ださい " の メ ッ セージが表示されます。

2. フ ァ イルを右ク リ ッ ク し、 ［衝突解決 ...］ を選択し ます。 [ 衝突解決 ] ダ イ ア ロ グに、 フ ァ

イル間の差分の程度 と 次の選択項目が表示されます。

･ マージ結果を承諾 : 両方のフ ァ イルをマージ し、 その結果を受け入れます。 あなたのチェ
ンジ と 他のユーザのチェ ンジの両方と も保存されます。

･ Yours を承諾 : あなたのチェ ンジをチェ ッ ク イ ン し、 最新のチェ ッ ク イ ン済みバージ ョ ン
を上書き し ます。

･ Theirs を承諾 : あなたのチェ ンジを拒否し、 他のユーザのチェ ンジを保存し ます。

･ マージ ・ ツールを実行 : マージ ・ ユーテ ィ リ テ ィ が起動し、 あなたのバージ ョ ン と最新の
チェ ッ ク イ ン済みバージ ョ ンの差分をビ ューする こ と ができ ます。 マージ ・ ユーテ ィ リ
テ ィ を使用する と 、 個々の差分箇所 （passage） を選択するか、 新しいチェ ンジを入力する
こ と によ り 、 最終的にチェ ッ ク イ ンするバージ ョ ンを作成する こ と ができ ます。

･ その他の選択 : いずれかのフ ァ イルを参照し ( フ ァ イルをオープン ...) 、 自分のフ ァ イル
と 衝突し ている フ ァ イル と の差分を表示し、 フ ァ イルの リ ビジ ョ ン履歴をテキ ス ト または
図で表示する こ と ができ ます。

フ ァ イル衝突の解決方法を選択する と 、 ［チェ ンジ リ ス ト をサブ ミ ッ ト ］ ダ イ ア ロ グが再

び表示されます。

3. チェ ンジに関する コ メ ン ト を入力し、［サブ ミ ッ ト ］ を ク リ ッ ク し ます。チェ ンジがチェ ッ

ク イ ン されます。

フ ァ イルの差分を表示する

編集し ている フ ァ イル と デ ィ ポの最新 リ ビジ ョ ンの差分を表示する には、 フ ァ イル名を右ク

リ ッ ク し、 ［バージ ョ ンの比較 ...］ を選択し ます。

同一フ ァ イルの 2 つの リ ビジ ョ ンの差分を表示するには、 次の操作を行います。

1. ［ソ リ ューシ ョ ンエ ク スプローラ］ パネルでフ ァ イル名を選択し、 ［フ ァ イル］ > ［ソース

管理］ > ［履歴 ...］ を選択し ます。 ［履歴］ ダ イ ア ロ グにデ ィ ポの リ ビジ ョ ンの リ ス ト が

表示されます。

2. 2 つの リ ビジ ョ ンの差分を表示するには、 一方の リ ビジ ョ ンを も う 一方の リ ビジ ョ ン まで

ド ラ ッ グ し ます。

差分ユーテ ィ リ テ ィ  が起動し、 フ ァ イルの差分が表示されます。

フ ァ イルを元に戻す

チェ ッ ク ア ウ ト し たフ ァ イルに対し て行った変更を廃棄し、 デ ィ ポか ら最新 リ ビジ ョ ン を再

ロードするには、 以下の手順で操作を行います。

1. ソ リ ューシ ョ ン ・ エ ク スプローラのパネルで、 フ ァ イルを右ク リ ッ ク し ［チェ ッ ク ア ウ ト

の取 り 消し］ を選択し ます。 ［チェ ッ ク ア ウ ト の取 り 消し］ ダ イ ア ロ グが表示され、 元に

戻される フ ァ イルが リ ス ト されます。

2. 元に戻し たいフ ァ イルをチェ ッ ク し、 ［チェ ッ ク ア ウ ト の取 り 消し］ を ク リ ッ ク し ます。

［ソ リ ューシ ョ ンエ ク スプローラ］ パネルでは、 元に戻されたフ ァ イルはもはやチェ ッ ク ア ウ

ト さ れていない こ と を示す錠のア イ コ ン付き で表示さ れます。 最新 リ ビジ ョ ンがデ ィ ポか ら

ワーク スペースにコ ピーされ、 ワーク スペース ・ フ ァ イルに加え られたチェ ンジがあって も上

書き し ます。

変更されていないフ ァ イルは ［作業中チェ ンジ リ ス ト ］ ダ イ ア ロ グから元に戻すこ と もでき ま

す。
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どのフ ァ イルをデ ィ ポに置 く か？

プロ ジェ ク ト が最初に ソース管理へ追加された と き、 Visual Studio は適切なフ ァ イルをすべて

登録し ます。 し たがって、 ［ソース管理へ追加］ を選択し た と き、 通常は作成されたチェ ンジ

リ ス ト の内容を変更し ないで く だ さい。

デ ィ ポ内に、 .sln フ ァ イルを置いて く だ さい。 以下のフ ァ イルは置かないで く だ さい。

• .idb

• .ncb

• .obj

• .opt

• .pch

• .plg

上記のフ ァ イルは、 ク ラ イ アン ト ・ コ ンピ ュータ ご と に Visual Studio  が個別に管理し ます。

その他の作業

プラ グ イ ンによ って実行された PERFORCE コマン ド を参照するには、 ［表示］ > ［その他のウ ィ

ン ド ゥ］ > ［出力］ を選択し、 ［ソース管理］ パネルを表示し て く だ さい。
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A
.asp フ ァ イル 9
.avi フ ァ イル 9

B
.bmp フ ァ イル 9
.btr フ ァ イル 9

C
.clw フ ァ イル 20
.cnf フ ァ イル 9
.cpp フ ァ イル 20
.css フ ァ イル 9

D
.doc フ ァ イル 9
.dot フ ァ イル 9
.dsp フ ァ イル 19
.dsw フ ァ イル 20

E
.exp フ ァ イル 9

G
.gif フ ァ イル 9

H
.html フ ァ イル 9
.htm フ ァ イル 9

I
.ico フ ァ イル 9
.inc フ ァ イル 9
.ini フ ァ イル 9

J
.jpg フ ァ イル 9
.js フ ァ イル 9

L
.lib フ ァ イル 9
.log フ ァ イル 9

M
Macintosh のフ ァ イル 10
.mpg フ ァ イル 9

N
.ncb フ ァ イル 20

P
P4CONFIG 12
.pdf フ ァ イル 9
.pdm フ ァ イル 9
Perforce のフ ァ イルタ イプ 9
.ppt フ ァ イル 9

R
.rc フ ァ イル 19

S
SCM タ ス ク の呼び方 7
.sln フ ァ イル 27

X
.xls フ ァ イル 9

Z
.zip フ ァ イル 9

く
ク ラ イ アン ト ・ ビ ュー

定義 12
ク ラ イ アン ト ・ ワーク スペース

定義 12
グ ローバルな設定 11

さ
最新 リ ビジ ョ ン
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定義 8

し
衝突 8

せ
生成し たフ ァ イル 20

ち
チェ ンジ リ ス ト

定義 8

て
デ ィ ポ

定義 7

は
パー ミ ッ シ ョ ン

読み書き 8

ふ
フ ァ イル
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.btr 9

.clw 20

.cnf 9

.cpp 20

.css 9

.doc 9

.dot 9

.dsp 19
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.exp 9

.gif 9

.htm 9

.html 9

.ico 9

.inc 9

.ini 9

.jpg 9

.js 9

.lib 9

.log 9

.mpg 9

.ncb 20

.pdf 9

.pdm 9

.ppt 9

.rc 19

.sln 27

.xls 9

.zip 9
フ ァ イルタ イプ 9

ブラ ンチし たプロ ジェ ク ト
結合 24

ま
マージ ・ ユーテ ィ リ テ ィ  9
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